
風`邪をひかれたそぅで,ご 加減はいかがですか、とぃぅ場合の加減という

言葉は,身 体の調子とか具合いとぃぅことです。この 「加減Jと ぃぅ言葉―プ

ラス ・マイナスーの代わりに, 塩`梅 (あんばい)は ぃかがですか、ともいい

ます。

塩梅とは五味―戯,苦 ,酸 ,辛 ,甘 ―の鹸 (しおからい)と 酸 (すっぱぃ)

の2味 をとって, 5味 を代表させたものです。鹸の代わりにその俗字の塩,酸

の代わりに梅をもって来て,塩 梅としたあたり,な かなか深い味をもった言葉

だと思います。プラス ・マイナスの加と減では,数 学的すぎて味気ないし,塩

と酸の塩酸でも化学的すぎて面白くない。塩と四君子 (蘭,菊 ,梅 ,竹 )の 中

の梅を組み合わせたこの言葉は,文 人好みの言葉として風雅なIIXをもっており

ます。そして,訛 った音が俗で,た ぃへん雅俗をかね合わせた親しみゃすい言

葉です。

塩辛と梅干の組み合わせのようなこの言葉は,人 間生存の精神と肉体の在り

具合を,ぃ みじくも云いあらわす内容を潜ませております。ひいて,塩 梅とい

う言葉は,社 会国家の在り具合を表現する言葉となり,臣 下が君主を助けて調

和した政治を行わせる意味をもつようになりました。

主権在民の自由社会がここまで来た今日,塩 酸のような苛酷な政策が断行さ

れても困るし,そ れかとぃって,個 々の自由を尊重するのあまり,個 のエゴイ

ズムと総体の利益 (国益)と を,単 純にプラス ・マイナスし,乗 除を忘れてぃ

るのも困ります。そして, とくに,こ うぃぅ社会におぃては,為 政者が投票数

にたより,政 策が多数決により左右されますから,畠 の疏菜ゃ鶏舎のにわとり

が重視され,野草ゃ野鳥が軽視されるきらいが出て来ます。政治に生気が失せ,

偏狭な覇気のよのうなものが横行し, 勝`てば官軍、の風潮が横温してきます。

そういうイイかげんな政治を,い い塩梅の政治に誘導することこそ,今 日のわ

れわれの仕事ではないでしょうか。

犬養毅 (号,木 堂)は 昭和 7年 の515事 件当時の首相で,襲 撃をうけ, 話`

せばわかるミと云つて兇弾に斃れた人です。この人が野にあった昭和 2年 11月

8P,ブ ラツと有楽町の山水楼にゃつて来ました。彼は稔覗 (塩辛い豆腐のチ

ー贅)と 嗜叱肉 (酢豚)な どを食べたのでしょうか,食 事後, う`まかつた、

と云い,山 水楼の料理をさかんに賞めて,色 紙に 「塩梅宰相之材」と書して,

楼主の官田武義氏 (号,遊 記山人)に 与えました。その句の意味は 塩`梅のう

まい者は,総 理大臣になる貫禄をもっている、というものです。

この文人派の在野の政客 ・犬養木堂は,ゃ がて 「満洲某重大事件」へとつな

がる田中義―内閣の武弁政治に憤憑ゃる方なく,国 の前途を憂え,田 中内閣の

政治の塩梅の悪さを批判して,遊 記山人に聞かせたそうです。

この色紙は卒意の書で,印 章を持ち合わせていなかったのでしょう,「木雙」

と署名があるだけのものです。宋の米元章の書を手がけたと見られる木堂の書

は,筋 骨が堅実なせいか,約 9倍 に写真拡大してもビクともせず,堂 々たるも

のです。私はそれを木額に彫りまして,か つ吉 ・水道橋店にかけております。

これは,お 客様の観賞用というよりは,む しろ,従 業員の座右の心構えのた

めのものです。客席からは,こ の木額の下から調理場が見通されます。料理を

作る料理人のつらがまえと,そ こから出て来る料理と,こ れを給仕する従業員

の仕草に,宰 相之材の芽生えが窺えるかどうか,そ の辺のことはお客様のご判

断に一任しているわけです。

老子 (周末の道家)の 語に 「治大国若烹小鮮」というのがあります。これは

大`国を治むるは小鮮を烹るが若し、と読みます。その意味は,大 きな国を治
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めるやり方は,小 ざかなを煮るようなものだ, ということです。逆に云うと,

小魚がうまく煮られる者でなけれは 大きな国は治められない, ということに

もなります。

この句を諸橋轍次(号,上 軒)先生にお願いして書いて頂いたものを,只 今,

菩提樹にかけておりますも先生によると,時 代が下つて明時代になると,こ の

句の鮮が詳 (野菜と魚と肉)と なり,料 理材料の一般を表示する字体のものが

あらわれて来たそうです。そうなると,万 般の材料をこなせる料理の腕前を持

たないと,大 国を治める政治家の資格はない, ということになります。

こういう古い言葉が脈々と民衆の中に伝承されて,そ れが発展しながら政治

を監視し続ける大陸の住民の知恵を,わ れわれは見習わなければならないと思

います。

前漢時代に陳平 (前?～ 前 178)と ぃぅ人がいました。この人は若い頃,板

前であって,あ る時,村 の鎮守のお祭の料理を作りました。その料理を食べた

長老たちが口をそろえて,陳 平の肉の切り方の均等さを賞めました。すると,

陳平は胸を張って, 俺`を天下に宰たらしむるならヤ£ この肉の切り具合いの

如く,天 下を立派に治めて見せる !、 と豪語しました。陳平はその後,漢 の高

祖に仕え,呂 氏の乱を平定し,累進して宰相の地位につき,漢朝 4百 年の礎を固

めた人だといいます。この話は十八史略に出ておりますが,陳 平の咬呵の下り

を遊記山人に書いて頂き,こ れも菩提樹にかけてあります。

料理にたずさわる者は心を安静に保ち,い つも平静でなくてはなりません。

あ`わてる乞食は貰いが少い、といいますが,客 が ドッと押しよせて来ても,

「陣に臨んで安閑」たる気構えを平常から練磨しておかないといけません。

倶利伽羅峠の頂上のところに不動堂があります。江戸時代,そ こに餅を商 う

掛茶屋
ギ

ありました。上り下りの旅人は,み んなこの峠の茶屋で餅を食べて旅

装を整えて旅を続けたのです。その不動堂の境内に蜀山人の有名な歌碑があり

ます。

倶利伽羅の餅に大小ふどうあり

亭主せいたか客がこむから

大小不同を不動にかけ,せ ぃたか, と,こ むから,は ともに不動明王の脇士

の制旺迦童子と衿翔羅童子にかけております。亭主の周章狼狽と客の沈着冷静

との対比が手にとるように見られます。

我が戦国の武将 ・石田三成 (1560～1600)は幼名を佐吉といい,子 供の頃,

駿河の観音寺という寺で茶坊主をゃっていました。ある日,羽 柴秀吉が鷹狩の

帰途,こ の寺に立ち寄り,茶 を所望しました。佐吉は,は じめ,微 温めの茶を

大碗になみなみと盛り,こ れを差し出しますと,の どの乾いていた秀吉は,そ

れを一気に飲み干し, も`う1杯、といいました。 2杯 目は同じ大碗に,ゃ ゃ

少な目にして供すると,こ れを飲んだ秀吉が, も`う1杯、という。小坊主の

佐吉が,こ んどは,茶碗を替え,小碗に濃い日の茶を注ぎ,こ れを差し出すと,

秀吉は感心して, こ`の小僧は尋常一様の者ではござらぬ、と云つて,住 職に

こ`の者の身柄は拙者が預かるぞ、と申し渡し, 自分の館につれ来て,家 来の

1人にしたということです。

秀吉と三成の出合いはこの時に始まるのですも少年 ・佐吉の ｀
人を見て法を

説く、その塩梅加減の見事さに惚れ込んだ秀吉の眼識も見上げたものといえま

す。多くの武人の中で,数 少い文人的風格を具えた石田三成は,千 利体の茶を

解した豊臣秀吉に重用されて,五 奉行の1人 となり,ゃがて,豊臣内閣の枢機に

参与することとなりました。

我が国の柔道の創始者 。嘉納治五郎 (1860-1938)先 生は号を 「進乎斎」と

申しました。技を重要とし,勝 負を重視するこの世界において,技 から道への

進展を実現した人として,忘 れてはならない人 で す。その号の由来は,次 の

「荘子の養生主篇」の故事から出たといわれております。

中国の戦国時代の7雄 の 1国に魏という国がありました。その国に文恵君と

いう君主がおりました。この殿様がある日,調 理場へ出て来ると,庖 丁 (料理

人)が刀 (庖丁)を もって牛を割いていました。文恵君はその料理人の刀の使い

方の立派さに感心して, 美`事な技だ。入神のわざとは,か くもあるかな、と

賞め称えると,そ の料理人がやおら,刀 を脇に置き, お`それながら殿様,わ

しの技をやたら賞めなさるが,わ しは心に 「道」というものを念じておりまし

て,技 などは気にかけておりません。道は技よりもはるかに進んだものでござ

んす、と対えました。それから引き続いて,こ の板さんが殿様にむかって長広

舌を振 うのです。 腕`のよい板前といわれる者でも, 1年 そこそこで刀を換え

ますが,わ しのこの刀は, もう19年間も使っております。無理をしないから,
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いまだにこの通り,ビ クともしていません、などなど, と。いちいち耳を傾け

て聞き入っていた殿様が, 今`日はいい話を聞かせてもらって,ホ ントに有り

難かった。これで養生の道を会得することができた、と礼を述べたということ

です。そして文恵君は,こ の板前の執刀の道に則 り,政 治の道に励んだという

ことです。

この板さんの言葉に 「進乎技実」(技より進めり)というところがあります。

この進乎が進乎斎の出処だと云われております。また,庖 丁は馬丁や園丁の如

く,台 所 (庖)で 働く男 (丁)の 称であったものが,文 恵君の板さんの料理道

に通じた美事な刀の使い方から, 日本では刀そのものの称に転化してしまい,

さらに庖丁の丁が, 出`前 1丁、の丁にまで進展してしまいました。

柔道,資1道,弓 道などの武道,書 道,画 道,茶 道,花 道などの芸道と同じも

のが料理道であり,政 治道だろうと思います。この道というものがどんなもの

であるかについて,老 子はその道徳経において5000言を費しております。儒教

においては,孔 子は仁の道,孟 子は義の道,仏 教にあっては仏の慈悲の道を説

きます。

それらの説法はともかくとして,人間社会を含めた天地自然の運行,これを,

われわれ人間の側から観測すると,「 流転」と見られます。横山大観の名作に

「生々流転」と名づけられた大作があります。なぜ,風 が吹き水が流れ,そ の

中で花が咲き鳥が囁き,人 が生き死にするのか。それは,極 めて多様な無限の

宇宙座標に囲まれた「運行」の中で生じた,或 る現象と見なければなりません。

その運行は座標に影響を与え座標はまた運行に影響力をもちます、 この運行と

座標の絡み合つた様相を 「道」というのでしよう。

この道の軌道が,点 か線か,方 か円か,楕 円か地物線か,そ れはわかりませ

ん。この多様な座標そのものが固定的でなく,相 関的に運動性をもったもので

すから,そ れから生まれ,そ れを生む 「道」は,坦 々たる一本道 ではな く,

紆余由折, 自由自在なものでありましょう。その道に沿って歩いているわれわ

れ人間が右往左往し,流 転生々しているのは,あ たり前のことと云えます。

この流転の転は仏教でいう 法`輪を転ずる、の転で,転 に面白い意味があり

ます。これは「うつる」とか「かわる」の意味があり,易 (うつる,か わる)に

通じ,そ の移り変わりの汐時を意味する機 (きざし,わ かれめ)に 通じます。

畏友 ・胡蘭成氏は 「機」というものに関して, さいさん,そ んな話を私にさ

れました。この人は,か つて,「 花鳥知時」の句を私に与えております。

ラツキーセブンのチャンスの 「好機」とか, ピンチヒッターのピンチの 「危

機」のような機会の意味をモッと推し進め,広 め,深 め,次 元を高めたところ

の機を,黄 柴木庵は 「機外の機」といい,芸 道に徹した富岡鉄斎は,逆 説的に

「機を忘れ真趣を得」と云つております。鉄斎85歳の作 「忘機得真趣」は菩提

樹にかけであります。

料理の塩梅も政治の塩梅も,また芸道やその他の塩梅も,道のうねりの 「転」

や 「易」や 「機」を如何に見,如 何に把握し,そ れにどう対処するか, という

ことになります。それには,ま ず, 自己にまつわる身辺の単純な坐標を忘れ,

それから抜け出て,弥 陀や観音にこの身を預ける大発心をしなければならない

と思います。仏教ではこのことを帰依するといい,南 無といいます。 「南無阿

弥陀仏J,「 南無妙法蓮華経」,「 南無観世音苦薩」などがそれです。キリス ト

教では 山`路こえて,ひ とり行けど,主 の手にすがれる身はやすけし、 (讃美

歌404)と歌います。

この他力本願的な生き方への移行は, 自己の身辺の狭い単純な座標から, よ

り広い複雑な座標へと進む道なのです。かつて,高階朧仙禅師は,この道を「縁」

の一語をもつて示されました。縁は 「機縁」ともいいます。この機縁により,

他力本願的な,人 間の生き方の土台がガッチリと出来上り,そ の上に 「機を見

るに敏」なる人間の叡智が生じ,「 臨機応変」の動作が生まれて来るものと考

えます。これがほんとうの自力本願 というものでしょう。土台もなく叡智もな

く,独 りよがりの暗中模索で,塩 梅をどうするかなどとは,全 く痴がましい次

第です。

そこで,忘 れてはならないもう一人の料理人に,段 の名相 ・伊ヂという人が

おります。この人は,は じめ,湯 王に近づきたいため,料 理人に化け,鼎 (料

理用の鍋)を しよって,殷 の官室に這入 り込み,一 生懸命に料理をつくりまし

た。食い物の怨みは怖ろしいの逆に, うまい物の親しみは格別で,伊 升は次第

に湯王に近づきを得,佃1近の 1人 となりました。そして,時 の暴君 ・夏の条王

を滅ばして,段 の天下をうち建てました。湯王は伊ヂを尊んで 「阿緩」と称び

ました。阿は人を親しみをもつて呼ぶ時に,呼 び名の上につける接頭語です。
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衡は度量衡の衡で,正 しくはかるの意があります。また,伊 升のアは天下を治

める人,こ れにイ (にんべん)を つけた伊は一字で宰相をあらわす字 となりま

した。

こうして,殷 王朝は28代(644年)続 くのですが,28代 目に悪逆無道の暴君の

紺王が出て,周 の武王に滅ぼされ,伊 升の塩梅による鴻業は空しく消え,殷 は

滅んでしまいます。夏の条王と段の付王は,中 国史を通じての暴君の代表両横

綱です。酸いも甘いもテンデわからない偏食の唐変木だつたのでしょう。そう

いう者には,い い料理人は寄 りつかないのです。

以上申し述べましたように,料 理の塩梅により天下の形勢が転機し,易 変し

て行くことがわかります。料理の料は 「はかり」,理 は 「おさめる」 と読みま

す。料り方が悪ければ,理 まりが悪いことになります。犬養木堂が云つた言葉

を胡蘭成氏は 「塩梅宰相の器(うつわ),調 筆 (琴を調べる)春 風の人」と云つ

ております。中國では料理の名人が多数宰相の地位についております。また,

中国料理が世界の隅々にまで,大 手を振って濶歩しているのは,そ の土台に,

長い歴史の中から泌み出た春風の調べのような 「塩梅」が,根 を据えているか

らだろうと思います。

日本では, ｀
板前風情のくせに、とか, コ`ックの分才で、とか,料 理人を

蔑すむ風潮がいまだにあります。また 「水商売」とか,「 道楽商売」と称ばれ

ても,飯 食業者自身いつこうに不思議に思わない習癖があります。道楽を 「道

の楽しみ」と読まず,また,その道を極めた 「極道者」をホントの 「ならず者」

と思いこんでいるあたり, とんでもない思いちがいだと思います。こういうあ

んばいの「1の中では,道 楽も極道も脱線しがちで,料 理も軌道にのらず,醒 凝

無能な政治も停滞しがちです。

料理の塩梅が政治に浸透し,政 治の塩梅が料理に通用することが,ま ことに

望ましいのですが,現 在の日本では, とてもそういうわけにはまいりません。

人間生活の3要素 ・衣食住のうち,衣 と住は,社 会から甚だ重要視されるよう

になりまして,無 形文化財だとか,人 間国宝だとかが出ておりますが,食 の部

門で, とんかつの直木賞も芥川賞も聞いたことがなく,ま た天丼屋が伝統料理

の指定を受けたことも聞いたことがありません。

そんな名誉は,わ れわれ料理飲食部門の者が考えも及ばないことですが,そ

れどころではなく,い まだに, 日本の政治が料理飲食店を衣住業者と差別し,

蔑視していることです。それは 「料飲税」という奇妙な税法が存在することで

す。

われわれは,明 治以来,国 民の3大義務というものを教えられて来ました。

それは義務教育および兵役と納税の義務です。そのうちで,兵 役の義 務 だ け

が,戦 後,免 除されましたが,そ の当時の食糧事情から発生した 1種 の奢修税

が現在まで続いている料理飲食税なのです。

この料飲税なるものは,飲 食店が客単価によって,客 から徴税し,整 理保管

し,毎月,税務事務所にお届け申し上げる仕組になつております。ですから,飲

食店はこの税に関するかぎり,徴 税と納税の義務を負わされているわけです。

この税の撤廃が地方財政に ドウ響くか, という勘定の問題は別とし,料 理屋稼

業をそんなに見下していいものか ドウか。そういう塩梅をいっこうに気にしな

い政治家諸士の神経の具合いを疑うものです。

ここに,中 国周代の下民が賢者のあらわれるのを,心 をこめて待ちこがれて

いる詩があります。 「詩経,小 雅」の庶民の作と見られるもので,「 白駒」と

題されております。

咬々たる自駒,我 が場の苗を食らえ。之れを繁ぎ之れを維ぎ,以 て今朝を

永 うせん。爾の音を金玉にし,退 かる心あること母れ。

〔訳〕白馬に乗つた賢者よ。わたしの家に立ち寄って下さい。そして,馬

をつなぎとどめて,庭 のまぐさを馬に食べさせて下さい。せめて,今 日の

ひと朝だけでもゆつくり話をしてくれませんか。これからもわたしたちを

遠ざけないで, ときどき音信をして下さい。

さて,次 に世界の経済大国,法 治文化国家 。日本の 「旅鳩」の唄をご紹介し

ましょう。

〔1〕

頼朝義経不仲にて,酸 いも甘いもわきまえぬ,鎌 倉方の命により,こ と理

不尽の旅法の,料飲税を強いられて,安宅の宿に物思う,旅 の衣は鈴懸の,

山伏ならぬ弁慶の,勧 進帳の空読みを,現 に聞くや幾十度。

〔2〕

道を楽しむ業と,笛 や太鼓に囃されて,渡 る世間にや鬼はない,そ の日暮
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らしの明け暮れに,い つになつたら舞れるやら,時雨れる閣をトボ トボと,

行けば落ち来の三度笠,月 が出たのか山の端に,天 下無宿の旅鳩「いづく

に行くか影を落として。

NHK(日 本奉公協会)推 薦歌

梅千の漬かり加減のあんばいを

唾をのみのみ今か今かと                食散人

―- 24-―


